
利用した
ことがある
63.5%

利用した
ことがない
36.5%

　

従
来
の
定
額
制
サ
ー
ビ
ス
は
、
事
業
者

側
が
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
料
金
体
系
で

ア
イ
テ
ム
を
購
入
・
利
用
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
一
方
で
、
サ
ブ
ス
ク
は
モ
ノ

を
所
有
す
る
の
で
は
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
が

必
要
と
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
料
金
や
提
供
サ
ー
ビ
ス

が
変
化
す
る
新
し
い
定
額
制
サ
ー
ビ
ス

だ
。

　

当
所
が
実
施
し
た
調
査
で
サ
ブ
ス
ク
利

用
経
験
の
有
無
（
グ
ラ
フ
１
）
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と

回
答
し
た
人
は
63
・
５
％
に
上
っ
た
。
中

で
も
、「
動
画
配
信
（
39
・
４
％
）」
や
「
音

楽
配
信
（
31
・
７
％
）」
な
ど
、
無
形
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
率
が
高
い
結
果
と
な
り
、「
モ

ノ
か
ら
コ
ト
へ
」
の
消
費
行
動
の
変
化
が

見
て
取
れ
る
。
加
え
て
、
商
用
で
も
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
定
額
制
サ
ー
ビ
ス
利
用

が
進
ん
で
お
り
、
民
間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
の
試
算
で
は
、
企
業
向
け
を
含

む
市
場
規
模
は
２
０
２
３
年
に
６
兆
円
に

達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
内
の
中
小
企
業
で
も

サ
ブ
ス
ク
事
業
に
参
入
す
る
企
業
が
増
え

つ
つ
あ
る
。表
１
の
通
り
、ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー

ン
、
ラ
イ
フ
シ
ー
ン
問
わ
ず
幅
広
い
分
野

で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
進
ん
で
い
る
状
況

だ
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
サ
ブ
ス
ク
事
業
に

取
り
組
む
県
内
事
業
所
の
事
例
、
事
業
の

開
発
と
継
続
の
た
め
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
す
る
。

特
集

「モノからコトへ」の消費行動を反映したビジネス

　月々定額で商品やサービスを自由に利用できる「サブスクリプションサービス」（以下：サブスク）が定
着してきた。サブスクは、継続的に安定した収益を得たいサービス事業者とコストパフォーマンスを重視
したいユーザー双方の理にかなったビジネスモデルと言われている。しかし、必ずしもWin-Win の関係性
を維持できるわけではなく、撤退する企業も少なくない。実際にサービスを提供している県内事業所の事
例と専門家の視点から、持続的にサブスク事業に取り組むためのポイントを探る。

　   変わる消費スタイル！
勢いを増すサブスクの波
～強みを活かす定額制サービスの要点とは～

【出典】福井商工会議所　「今どきライフスタイル調査 サ
ブスクリプションサービスに関する調査」（令和３年７月）

グラフ 1　グラフ 1　サブスク利用経験の有無

表 1　表 1　県内企業におけるサブスクの事例

子ども靴レンタル
成長が早い子どもの足に合った靴を１か月に２足
レンタルできる。

デザイン
月々定額でチラシやバナーリンクなどのデザイン
制作が依頼できる。

野菜配送
規格外野菜を農家から買い取り、スーパーで売ら
れる価格の７割程度で購入できる。



　

㈱
ホ
ー
コ
ー
ズ
は
、
壁
紙
な
ど
の

イ
ン
テ
リ
ア
プ
リ
ン
ト
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
な
ど
販
促
品
の
制
作
、
Ｗ
ｅ
ｂ

制
作
を
手
掛
け
る
。
２
０
２
２
年
４

月
よ
り
、
同
社
の
印
刷
技
術
で
複
製

し
た
福
井
県
在
住
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

ア
ー
ト
作
品
を
、
定
額
で
レ
ン
タ
ル

す
る
サ
ブ
ス
ク
事
業
『
Ｋカ

ベ

ガ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｇ

Ａ 

Ｆフ

ク

イ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
』
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。

　

同
社
は
８
年
前
か
ら
、
ア
ー
ト
作

品
を
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
し
た
イ

ン
テ
リ
ア
商
品
の
販
売
を
手
掛
け
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き
た
。
そ
の
よ

う
な
折
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

作
品
が
展
覧
会
な
ど
で
人
の
目
に
触

れ
る
機
会
が
大
き
く
減
っ
た
。
厳
し

い
実
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
社
長

の
番
場
氏
は
「
当
社
の
イ
ン
テ
リ
ア

商
品
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
し
で
は
提

供
で
き
な
い
。
以
前
か
ら
関
わ
り
を

持
つ
身
と
し
て
は
微
力
な
が
ら
も
力

に
な
り
た
い
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

そ
の
思
い
を
具
現
化
し
た
の
が
『
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ａ 

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
』
で
、

売
上
の
一
部
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
還

元
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
社
が
保
有
す
る
「
高
精

度
複
製
技
術
（
ジ
ク
レ
ー
）」
が
サ

ブ
ス
ク
事
業
を
実
現
さ
せ
た
。
ジ
ク

レ
ー
は
細
か
な
色
の
表
現
が
で
き
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
対
応
し
て
い
る

点
が
特
徴
で
、
作
品
の
複
製
に
適
し

た
印
刷
技
術
だ
っ
た
。

　

企
画
担
当
の
相
馬
氏
は
、
事
業
の

立
案
時
に
他
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
市
場

調
査
し
た
。「
ア
ー
ト
型
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
の
は
大
企
業
ば

か
り
で
、
価
格
設
定
や
作
品
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
情
報
は
あ
ま
り

参
考
に
な
ら
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

当
社
の
規
模
で
継
続
的
に
収
益
化
で

き
る
独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
」
と
当

時
の
苦
労
を
話
す
。
一
方
で
、
注
文

や
顧
客
デ
ー
タ
収
集
に
必
要
な
Ｗ
ｅ

ｂ
シ
ス
テ
ム
構
築
費
の
高
さ
が
、
サ

ブ
ス
ク
事
業
参
入
の
障
壁
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
同
社
は
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
保
有
し
て
い
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
を
内
製
化
し
コ
ス
ト
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

番
場
氏
は
『
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ａ 

Ｆ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
』
の
今
後
に
つ
い
て
「
欧

米
や
中
国
で
は
ア
ー
ト
を
イ
ン
テ
リ

ア
に
組
み
入
れ
る
文
化
が
浸
透
し
て

い
る
。
日
本
で
は
芸
術
に
高
価
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
多
い
が
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
は
気
軽
に
ア
ー
ト
を
楽
し

む
文
化
が
根
付
く
草
分
け
に
な
る
自

負
が
あ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
繋

が
り
を
持
つ
企
業
で
あ
る
こ
と
は
、

ア
ー
ト
型
サ
ブ
ス
ク
を
提
供
す
る
上

で
大
き
な
強
み
。
他
社
が
簡
単
に
真

似
で
き
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
で
、
先
手
を

打
っ
て
市
場
の
優
位
性
を
高
め
た

い
」
と
今
後
を
見
据
え
る
。

培ったノウハウは簡単に真似できない

㈱
ホ
ー
コ
ー
ズ

　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　

番
場
光
太
郎　

氏（
右
）

　
企
画
営
業
部
イ
ン
テ
リ
ア
プ
リ
ン
ト
チ
ー
ム

　
　
　
　

相
馬　

七
恵　

氏（
左
）

壁に飾られた『KABEGA FUKUI』の利用費用は
1作品月額 2,200 円（税込）〜

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
支
援
と

自
社
技
術
の
有
効
活
用

Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に

INTERVIEW



　

㈱
ド
ラ
フ
ト
は
、
男
性
向
け

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
『
Ｄ
デ
ィ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
を
運
営
し
て
い

る
。
２
０
２
２
年
９
月
よ
り
、
月
額

３
３
０
円
（
税
込
）
で
専
属
の
ス
タ

イ
リ
ス
ト
が
個
別
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
相
談
に
応
じ
る
サ
ブ
ス
ク
「
あ

る
ス
タ
」
を
展
開
。
提
案
を
受
け
た

商
品
は
同
社
の
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
購
入

で
き
る
。『
あ
な
ス
タ
』
の
事
業
化

ま
で
の
道
の
り
、
運
用
で
得
ら
れ
た

効
果
と
課
題
、
今
後
の
展
望
を
本
多

氏
か
ら
伺
っ
た
。

　

同
社
は
２
０
１
９
年
１
月
に
、
バ

イ
ヤ
ー
が
選
ん
だ
服
を
毎
月
送
付
す

る
定
額
制
サ
ー
ビ
ス
『
オ
シ
ャ
レ
定

期
便
』
を
開
始
し
た
。
ス
タ
イ
リ
ス

ト
が
選
ん
だ
商
品
を
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
自
体
は
『
あ
な
ス
タ
』

と
変
わ
り
な
い
が
、
送
付
さ
れ
る
商

品
を
顧
客
自
ら
が
選
べ
な
い
と
い
う

欠
点
が
あ
り
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
終

了
し
た
。「
想
定
す
る
客
層
は
絞
ら

れ
て
い
た
が
、
身
体
的
特
徴
や
趣

味
・
嗜
好
、
着
用
す
る
場
面
は
加
味

し
て
い
な
か
っ
た
。
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を

運
営
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
顧

客
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
て
い
な
か
っ

た
」
と
本
多
氏
は
語
る
。

　

新
た
に
サ
ブ
ス
ク
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
き
っ
か
け
が
訪
れ
る
。

２
０
２
１
年
９
月
に
同
社
の
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
や
ア
プ
リ
な
ど
の
機
能
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
更
新
の
計

画
が
持
ち
上
が
っ
た
。
機
能
の
充
実

に
よ
り
顧
客
満
足
度
の
向
上
が
見
込

ま
れ
る
が
、
本
多
氏
は
「
顧
客
情
報

の
再
登
録
が
必
要
で
、
更
新
を
機
に

ユ
ー
ザ
ー
離
れ
の
恐
れ
も
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
継
続
し
て
当
社
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

既
存
顧
客
が
魅
力
的
に
感
じ
る
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
だ
っ
た
」
と
当

時
の
危
機
感
を
振
り
返
る
。
そ
こ
で

参
考
に
し
た
の
は
、前
述
の『
オ
シ
ャ

レ
定
期
便
』だ
っ
た
。「
従
来
の
サ
ー

ビ
ス
の
欠
点
は
顧
客
一
人
ひ
と
り
の

要
望
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
点
で
、

ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
選
ん
だ
服
を
着
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
自
体
に
は
好
意
的

な
声
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
こ
こ

に
顧
客
の
身
体
的
特
徴
や
嗜
好
を
加

味
し
た
十
人
十
色
の
提
案
を
す
る
こ

と
が
理
想
だ
っ
た
」と
語
る
本
多
氏
。

こ
う
し
て
新
た
に
生
ま
れ
た
サ
ー
ビ

ス
が
『
あ
な
ス
タ
』
だ
っ
た
。
サ
ー

ビ
ス
開
始
後
の
会
員
獲
得
は
順
調
に

進
み
、
半
年
で
見
込
ん
だ
会
員
数
の

目
標
を
３
か
月
で
達
成
し
た
。ま
た
、

既
存
在
庫
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

提
案
す
る
た
め
、
過
剰
在
庫
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
、
受
注
か
ら
配
送

ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
大
幅
短
縮

し
た
こ
と
で
迅
速
な
商
品
配
送
を
可

能
と
し
た
。
加
え
て
、『
あ
な
ス
タ
』

の
会
員
数
増
加
が
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
顧

客
の
増
加
に
繋
が
っ
て
お
り
、
仕
入

コ
ス
ト
の
削
減
や
既
存
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
拡
大
な
ど
、
サ
ブ
ス
ク
事
業
の

開
始
に
よ
っ
て
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

て
い
る
。

顧客の声を拾えてこそ「サブスク」

過
去
の
経
験
か
ら
学
び
再
ス
タ
ー
ト

初
め
て
の
定
額
制
ビ
ジ
ネ
ス
開
始
！

そ
の
結
果
は
・
・
・

設問に答えると、身体的特徴から
最適なコーディネートが提案される。

INTERVIEW

㈱
ド
ラ
フ
ト

　
取
締
役
Ｃ
Ｉ
Ｏ　

本
多　

卓
郎　

氏



福
井
商
工
会
議
所
の
登
録
専
門
員

で
中
小
企
業
診
断
士
の
川
嶋
正
己

氏
に
、
サ
ブ
ス
ク
事
業
を
継
続
し

て
提
供
す
る
た
め
に
注
意
す
べ
き

点
を
伺
っ
た
。

　

サ
ブ
ス
ク
事
業
の
運
用
・
継
続
上
、

重
要
な
こ
と
は
次
の
２
点
だ
。
１
つ
目

は
他
社
の
買
い
切
り
型
サ
ー
ビ
ス
以
上

に
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
だ
。
音
楽
や

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
人
気
を
博
し
て

い
る
要
因
に
、
店
舗
訪
問
不
要
に
よ
る

時
間
の
有
効
活
用
や
、
お
す
す
め
機
能

に
よ
る
新
た
な
作
品
の
認
知
な
ど
、
実

店
舗
に
無
い
価
値
の
享
受
が
挙
げ
ら
れ

る
。
一
方
で
、
洋
菓
子
店
が
ス
イ
ー
ツ

の
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
が
、
利

用
者
数
が
伸
び
ず
中
止
と
な
っ
た
事
例

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
で
も
購
入
可
能
な
ス
イ
ー
ツ
に
付

加
価
値
を
つ
け
ず
に
提
供
し
た
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
闇
雲
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
と
新
規
顧
客
獲
得
が
で
き
な

い
ま
ま
費
用
だ
け
が
発
生
す
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
熟
考
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

２
つ
目
は
、
顧
客
の
声
に
耳
を
傾
け

る
、
顧
客
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
を
改
善
し
て
い
く

こ
と
だ
。
サ
ブ
ス
ク
の
特
徴
で
あ
る
加

入
障
壁
の
低
さ
は
解
約
障
壁
の
低
さ
と

同
義
だ
。
よ
っ
て
、
利
用
者
と
強
固
な

関
係
性
を
築
き
、
飽
き
ら
れ
な
い
サ
ー

ビ
ス
の
仕
掛
け
を
追
求
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

利
用
者
が
飽
き
な
い
仕
掛
け
を
常
に
追
求

( 同 ) プラスアルファ ・ ラボラトリー 所長 川嶋 正己 氏

　　
　
　
　

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
提
案
の
際
に
参

考
と
し
て
い
る
の
が
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

の
購
入
履
歴
や
フ
ォ
ー
ム
の
回
答
記

録
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
だ
。
将

来
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
総
合
的
に
判
断

し
提
案
で
き
る
よ
う
計
画
を
進
め
て

い
る
。
一
方
で
、
本
多
氏
は
「
日
ご

ろ
参
考
に
し
て
い
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
好
ま
れ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
、
生
の
声
を
聞

か
な
け
れ
ば
把
握
で
き
な
い
」
と
断

言
す
る
。
そ
の
た
め
、
毎
月
の
全
会

員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の
み
な
ら
ず
、

会
員
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
実
施
な
ど
、
可
能
な
限
り
多
く
の

意
見
を
収
集
し
た
上
で
、
サ
ー
ビ
ス

改
善
に
努
め
て
い
る
。

　

本
多
氏
は
「
過
去
の
経
験
か
ら
、

サ
ブ
ス
ク
は
顧
客
の
声
を
拾
い
続
け

て
こ
そ
収
益
化
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
と

学
ん
だ
。
会
員
の
要
望
や
悩
み
の
収

集
に
は
多
大
な
労
力
を
要
す
る
が
、

将
来
的
に
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
凌
ぐ
ほ

ど
の
看
板
商
品
に
し
た
い
」
と
青
写

真
を
描
い
て
い
る
。

　　
　
　
　

　

サ
ブ
ス
ク
事
業
を
開
始
す
る
に
あ

た
っ
て
、企
業
が
培
っ
て
き
た
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
強

み
と
な
る
資
源
を
使
い
、
ス
モ
ー
ル

ス
タ
ー
ト
か
ら
取
り
組
む
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
た
。
既
存
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
軸
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で

リ
ス
ク
を
最
小
限
に
留
め
な
が
ら
、

ユ
ー
ザ
ー
の
反
応
や
売
上
等
を
検
証

し
つ
つ
事
業
を
育
て
て
い
く
観
点
が

必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
サ
ブ
ス
ク
事
業
に
お
い

て
「
飽
き
」
は
、
顧
客
離
れ
を
誘
発

す
る
最
大
の
敵
で
あ
り
、
リ
ー
ス
契

約
等
に
比
べ
解
約
の
ハ
ー
ド
ル
が
低

く
「
飽
き
」
の
影
響
を
受
け
や
す

い
。
継
続
利
用
の
た
め
に
は
、
常
に

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
購
入
履
歴
等
の
デ
ー
タ
収

集
・
活
用
と
併
せ
、
直
接
ユ
ー
ザ
ー

の
声
を
聞
く
こ
と
で
ニ
ー
ズ
を
顕
在

化
す
る
こ
と
だ
。
顧
客
に
対
す
る
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
よ
り
、
継
続
し

た
関
係
を
築
く
こ
と
が
、
サ
ブ
ス
ク

事
業
の
発
展
に
不
可
欠
と
言
え
る
。

デ
ー
タ
と
生
の
声
を
組
み
合
わ
せ

最
適
な
提
案
を

強
み
を
活
か
し

顧
客
と
の
つ
な
が
り
を
重
視


